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人口の動き（前月比）　※5月末現在
総人口 22,340人（－44） 世帯数 7,913世帯
男性 10,684人（－14） 出生 12人 死亡 30人
女性 11,656人（－30） 転入 19人 転出 45人

５月の交通事故（前年比）
事故 22件（＋2）
死者 0人（－1）
負傷者 5人（＋3）

６月の納税
市・県民税（1期）
納期限 6月30日㈬
口座振替 6月28日㈪



集団接種会場の取組
　市では、市民の皆さまが安心して接種で
きるよう、市内事業者と協力しながら様々
な対策を行っています。

暑さ対策
大型観光バスを待合室に
　市は、市内観光バス事業者の協力のもと
大型観光バスを接種会場に配置し、待合室
としています。また、屋外にはテントも設
置しています。
　これから暑い季節になりますが、密集対
策や熱中症対策を実施していますので安心
して接種会場にお越しください。

接種会場へは
バス・タクシー利用券で
　接種会場への交通手段を確保するため、
64歳以上の方には、バス・タクシー利用
券を4月に配布しています。ぜひご活用く
ださい。

　障害者手帳をお持ちの皆さまも
　ご活用ください
　身体障害者手帳・療育手帳または精神障
害者保健福祉手帳をお持ちの方にも利用券
を配布しています。
　まだ受け取っていない方は、福祉・児童
課までお越しください。
問福祉・児童課（すこやか）☎87 ｰ 0777
　環境政策課（市役所1階）☎88 ｰ 8104

予約体制の強化

高齢者（65歳以上）の方の予約・接種状況
※高齢者施設入所者の方は除く

　64歳以下の方がスムーズに予約・接種できるよう、集
団接種会場およびすべての医療機関の予約を一本化し、
予約体制を強化します。　

電話の「予約時間」「回線増設」の延長
　6月11日㈮以降、電話での予約時間を下記のとおりと
します。また、5月末までとしていた電話回線の増設もあ
わせて延長します。
 電話予約時間 　月～木曜日▶午前９時～午後５時
　　　　　 　　 金～日曜日▶午前９時～午後８時（延長）
※ 基礎疾患がある方の受付開始日には、さらに時間を延
長する場合があります

０７７９－６４－５５４３（７回線）
０８０－６１８５－３８６２
０９０－３６５１－８９７９
０９０－３６５１－８６５６
０９０－３６５１－９０８９
０９０－３６５１－９４４１

LINEでの予約受付を開始
　LINE予約システムを6月11日㈮の午前9時から開始しま
す。
　LINE予約を希望する方は、「勝山市公式
LINEアカウント」を友だちに追加してくだ
さい。
　運用開始後は24時間予約が可能です。

※ 対象年齢ごと、基礎疾患の有無ごとによる受付開始日
は、電話予約と同時となります

（6月6日現在）

対象人数 予約人数
1回目

接種済人数
2回目

接種済人数

8,039人
7,111人
（88.5％）

2,270人
(28.2％ )

228人
（2.8％）

※引き続き高齢者の方の電話予約受付を継続中です

勝山市
コールセンター
（全12回線）

友だち追加は
こちら
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接種費用

無料
新型コロナウイルス
ワクチン接種
に関するお知らせ

今後の年代別接種券発送等スケジュール

高齢者用ワクチンのキャンセル分の接種基本方針

　64歳以下の方へワクチンの接種券が入った封筒を6月8日以降に順次発送する予定です。今回、接種券を
送付する対象者へのワクチン接種については、10月末までに接種を終えることを見込んでいます。

　高齢者へのワクチン接種の際に、キャンセル等により発生した余剰ワクチンは、年齢に関わらず次の対
象者に先行して接種します。
　•市内障がい者施設の入所者および職員（九頭竜ワークショップ、大日園など）
　•市内の幼稚園、保育園および認定こども園の職員
　•市内の小中学校の教職員
　•市内の児童センターの職員

※59歳以下の方については基礎疾患の有無によって予約開始日が異なります
※15歳以下の方のワクチン接種については、今後準備が整い次第、スケジュール等を発表します
※今後、国や県、企業などによる集団接種が進めば接種の前倒しを行います
※ ワクチン接種後も「マスクの着用」「人との間隔は１ｍ以上」「こまめな手洗い・手指消毒」などの徹底をお
願いします

対象年齢 60歳～ 64歳 50歳～ 59歳 40歳～ 49歳 30歳～ 39歳 16歳～ 29歳

接種券
発送日 6月8日㈫ 6月15日㈫ 6月22日㈫ 6月29日㈫ 7月6日㈫

予約
開始日

6月11日㈮

基礎疾患がある方
6月18日㈮

上記以外の方
6月19日㈯

基礎疾患がある方
6月25日㈮

上記以外の方
6月26日㈯

基礎疾患がある方
7月2日㈮

上記以外の方
7月3日㈯

基礎疾患がある方
7月9日㈮

上記以外の方
7月10日㈯

1回目
接種開始日 7月11日㈰ 7月25日㈰ 8月15日㈰ 9月5日㈰ 9月19日㈰

2回目
接種開始日 8月1日㈰ 8月15日㈰ 9月5日㈰ 9月26日㈰ 10月10日㈰

　勝山市では、おおむね65歳以上の方が7月末までに2回の接種を終える見込みが立ちました。
今回は、64歳以下の方へのワクチン接種券の発送スケジュールや予約受付時間の延長などについ
てお知らせします。

問勝山市コールセンター（すこやか内）　☎64 ｰ 5543
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市民の皆様からのご意見を募集しています

計
画
決
定
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

令
和
3
年
6
月
定
例
市
議
会
に
お
い

て
計
画
案
を
説
明
し
、
市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
計
画
案
全
文
を
公
開
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
７
月
か
ら
8
月
に
か
け
て
、
保

護
者
を
始
め
と
す
る
市
民
向
け
説
明
会

を
実
施
し
、
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
そ
れ
ら
の
ご
意
見
を
踏
ま
え
て

必
要
な
修
正
を
加
え
た
計
画
案
に
つ
い

て
、
10
月
以
降
を
め
ど
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
で
広
く
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

そ
の
結
果
に
基
づ
き
、
最
終
的
に
令
和
4

年
3
月
定
例
市
議
会
で
正
式
な
計
画
と

し
て
決
定
さ
れ
る
よ
う
目
指
し
ま
す
。

　

計
画
が
決
定
す
れ
ば
、
令
和
9
年
4
月

の
新
中
学
校
開
校
へ
向
け
て
、
新
校
舎
の

位
置
を
始
め
、
規
模
・
機
能
な
ど
建
設
に

係
る
事
項
お
よ
び
新
中
学
校
運
営
に
係

る
事
項
に
つ
い
て
分
野
別
に
詳
細
な
協

議
を
進
め
る
予
定
で
す
。

勝山市公式ホームページにて、次の資料の確認およびダウンロードができます。
•勝山市立中学校再編計画（案）
•資料①　勝山市立中学校の再編について「答申」（令和元年度）
•資料②　勝山市立中学校の施設状況　　•資料③　中学校の適正規模と今後の見込み
•資料④　勝山市における中高連携に関する主な協議内容
ご意見・ご質問等は、住所・氏名・年齢・連絡先を明記の上、手紙、ハガキ、メールにて
教育委員会教育総務課までお願いします。
　　住　所：〒911-8501 勝山市元町1丁目５－６
　　ｅ-ｍａｉｌ：educ@city.katsuyama.lg.jp

再編計画に関するスケジュール（案）

令和3年

6月 6月定例市議会で説明

6月 市公式HPに全文掲載・意見募集

7～ 8月 市内10地区での市長と語る会、３中学校
区における説明会を実施

9月 9月定例市議会で説明会における意見等
報告

10月 パブリックコメント実施

12月 12月定例市議会でパブリックコメント結
果報告

令和4年

3月 3月定例市議会にて計画決定

4月～ 令和9年4月開校に向けた諸準備開始

※校舎のイメージです。校舎の具体的な位置など詳細は今後検討します※校舎のイメージです。校舎の具体的な位置など詳細は今後検討します

市HP
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子どもたちのよりよい教育環境をめざして

勝山市立中学校
再編計画（案）を策定
問教育総務課（教育会館内）　☎88 ｰ 8111

　勝山市では市内3中学校を再編・統合する勝山市立中学校再編計画（案）を策定しました。今後も生徒数の
減少が見込まれる中で、中学校に求められる適正な教育環境を実現するとともに、県立勝山高校の活性化・
魅力向上にも資することを目的としています。

経
緯
と
計
画（
案
）内
容

　

勝
山
市
に
お
け
る
学
校
再
編
に
関
し

て
は
、
平
成
16
年
度
に
設
置
さ
れ
た
「
勝

山
市
の
小
中
学
校
の
望
ま
し
い
あ
り
方

検
討
委
員
会
」
か
ら
本
格
的
な
協
議
が
始

め
ら
れ
ま
し
た
。
以
降
様
々
な
議
論
と
曲

折
を
経
て
、
令
和
元
年
度
に
「
勝
山
市
立

中
学
校
再
編
検
討
委
員
会
」
か
ら
「
統
合

中
学
校
の
立
地
場
所
を
県
立
勝
山
高
校

と
の
併
設
と
し
、
中
高
連
携
を
進
め
る
べ

き
」と
の
答
申
を
得
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
中
高
連
携
を
同
一
敷
地
内
で

ダ
イ
レ
ク
ト
に
推
進
す
る
こ
と
で
、
次
に

示
す
よ
う
な
新
中
学
校
と
勝
山
高
校
双

方
の
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
と
の
考
え
方

に
基
づ
い
て
い
ま
す
。

同
一
敷
地
内
中
高
連
携
の
メ
リ
ッ
ト

•
中
高
の
系
統
的
で
質
の
高
い
教
育
の
推

進
•
小
・
中
・
高
一
貫
し
た「
ふ
る
さ
と
教
育
」

の
推
進

•
勝
山
高
校
へ
の
進
学
者
増
と
高
校
の
活

性
化

•
施
設
の
効
率
的
利
用
と
整
備

　

勝
山
市
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
の
答
申

内
容
に
つ
い
て
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
説
明

会
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
福
井
県
教
育

委
員
会
お
よ
び
勝
山
高
校
と
の
協
議
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
令
和
３
年
２
月
、
県
か
ら
中

高
併
設
・
連
携
を
進
め
る
旨
の
方
針
が
示

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
具
体
化
へ
向
け

て
、「
勝
山
市
立
中
学
校
再
編
計
画（
案
）」

を
策
定
し
ま
し
た
。

「勝山市立中学校再編
計画（案）」の骨子

〇現在の３中学校を１校に再編・統合

〇 県立勝山高校敷地内において新中学
校を建設

〇 新中学校の開校目標は、令和９年
（2027）４月

〇 夢のある教育目標の設定、特色ある
教育の推進、適正な学級規模・学校
規模の実現により、新しい中学校像
を確立

〇 新中学校と勝山高校との緊密な連携
を進め、両校のパワーアップと魅力
の向上

〇 計画の具体化へ向けて、今後、専門
部会の設置などによりさらに詳細な
協議推進

て
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「
お
な
か
が
す
い
て
い
る
時
に
買
い
物

に
行
か
な
い
」「
今
日
食
べ
る
も
の
は
賞
味

期
限
が
短
く
て
も
大
丈
夫
」
な
ど
、
私
た

ち
消
費
者
の
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で
食
品

ロ
ス
が
な
く
な
り
、
地
球
環
境
を
守
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

霊
長
類
学
舎
ジ
ェ
ー
ン
・
グ
ド
ー
ル
さ

ん
は
著
書
で「
買
い
物
は
投
票
で
あ
る
」と

述
べ
て
い
ま
す
。

　

今
い
ち
ど
皆
さ
ん
の
行
動
を
見
直
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

◆
買
い
物
前
に
冷
蔵
庫
を
チ
ェ
ッ
ク

　
（
携
帯
・
ス
マ
ホ
で
撮
影
）

◆
お
買
い
物
は
必
要
な
分
だ
け

　
（
ば
ら
売
り
・
量
り
売
り
の
活
用
）

◆
賞
味
期
限
を
見
て
賢
く
買
う

◆
食
べ
き
れ
な
い
野
菜
は
、
冷
凍
・
小
分

け
保
存

◆
食
べ
き
れ
る
量
を
作
る

◆
残
っ
た
料
理
は
リ
メ
イ
ク

◆
外
食
時
は
、
食
べ
き
れ
る
も
の
だ
け

　

注
文

な
ど

ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で

地
球
環
境
を
守
れ
ま
す

家
庭
で
で
き
る
取
組

勝山市消費者団体連絡協議会
（右）会　長　山

やま
場
ば
眞
ま り こ
理子さん

（左）副会長　前
まえがわ
川 幸

さち
江
え
さん

賢い消費者を目指して！

「もったいない」を「ありがとう」に

フードドライブで社会貢献
気軽に食品ロス削減と地域貢献を
　2019年から県民せいきょうが取り組むフードドライブを昨年
から勝山きらめき（元町2）でも年2回実施しています。
　昨年は、お米やインスタント食品などを市民の方からご寄附い
ただき、勝山市社会福祉協議会へ提供したり、生活困窮者の方々
への支援に繋がりました。
　1点からでも寄附を受け付けています。食品ロスの削減と1人で
も多くの方に支援が行き届くよう、ご協力をお願いします。
　事業実施日はせいきょうのホームぺージなどでご確認ください。

受付できる食品
お米（お一人90kgまで・2019年産以降のお米）、乾麺（パスタ・
そうめんなど）、缶詰、レトルト・インスタント食品、海苔・お
茶漬け・ふりかけ、粉ミルク・離乳食、お菓子、調
味料（醤油や食用油など）など
※１か月以上賞味期限が残り、常温保存可能なもの

県民せいきょう
「勝山きらめき」

施設長　寺
てらしま
島 哲

てつ
也
や
さん

特集　みんなで考える「食品ロス」

フードドライブとは
　家庭で余っている食品を持ち寄
り、福祉団体、施設などを通じて
必要としている方に寄附する活動

7 　　 広報かつやま６月号 №799

買いすぎない・余らせない…買いすぎない・余らせない…

みんなで考える
食品ロス

6
月
は
環
境
月
間
で
す
。
今
回
の
特
集

で
は
、「
食
品
ロ
ス
」削
減
を
テ
ー
マ
に
環

境
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

　

食
品
ロ
ス
と
は
、
賞
味
期
限
が
切
れ
て

し
ま
っ
た
食
品
や
食
べ
残
し
な
ど
の
本

来
食
べ
ら
れ
る
の
に
捨
て
ら
れ
て
し
ま

う
食
品
の
こ
と
で
す
。

　

日
本
全
体
の
食
品
ロ
ス
の
量
は
年
間

約
6
0
0
万
ト
ン
。
そ
の
内
訳
は
、
外
食

産
業
の
食
べ
残
し
や
食
品
製
造
業
の
規

格
外
品
な
ど
か
ら
発
生
す
る
「
事
業
系
食

品
ロ
ス
」、
家
庭
で
の
食
事
の
食
べ
残
し

や
期
限
内
に
食
べ
き
れ
な
か
っ
た
食
品

の
廃
棄
に
よ
り
発
生
す
る
「
家
庭
系
食
品

ロ
ス
」に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　

近
年
、
勝
山
市
民
ひ
と
り
一
日
あ
た
り

の
ご
み
の
排
出
量
は
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

　

燃
や
せ
る
ご
み
の
内
容
を
調
査
し
た

結
果
、
食
品
ロ
ス
を
含
む
生
ご
み
が
多
く

含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
市
で
は
、
調
理
く
ず
の

水
切
り
を
呼
び
か
け
た
り
、
生
ご
み
処
理

機
の
購
入
に
対
し
補
助
金
を
交
付
し
た

り
、
生
ご
み
を
減
ら
す
た
め
の
取
り
組
み

を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
食
品
ロ
ス
を
減
ら
す
た
め
、
市

で
は
、
県
が
実
施
す
る
「
お
い
し
い
ふ
く

い
食
べ
き
り
運
動
」
を
、
市
民
や
飲
食
店

な
ど
に
P
R
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
市
内
の
企
業
や
団
体
、
学
校
な

ど
で
は
、
食
品
ロ
ス
を
減
ら
す
活
動
が
実

践
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
活
動
に
は
多
く
の

市
民
が
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

食
品
ロ
ス
と
は

勝
山
市
の
ご
み
の
現
状

年
間
6
0
0
万
ト
ン
が

食
品
ロ
ス

「食品ロス及びリサイクルを
めぐる情勢」(農林水産省）

市民ひとり 1日あたりのごみ排出量

600

700

800

900

812

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

819 827
864 878 896

（g）

持続可能なまちへ持続可能なまちへ

特集

食
品
ロ
ス
を
減
ら
す
た
め
に

一人ひとりができることを

環境政策課
藤澤課長
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つ
く
る
責
任

つ
か
う
責
任

6月は食育月間

食に親しみ、食を楽しもう
　食育は、生きる上での基本であって、知育・徳育・
体育の基礎となるものであり、様々な経験を通じ
て「食」に関する知識と「食」を選択する力を習得
し、健全な食生活を実現することができる人間を
育てることです。
　皆さんもできることから取り組んでみてはいか
がでしょうか。

食育を分かりやすく発信
「食育ピクトグラム」
　国は、食育を分かりやすく知ってもらうため、
絵文字で表現した食育ピクトグラムを作成してい
ます。
　食品などの商品の包装、ポスター、
リーフレット、店頭のPOP、書籍、名
刺などに自由にお使いください。

　朝食の摂取は、健康的な生活習
慣につながります。

　SDGsの目標である持続可能な
社会を達成するため、環境に配慮
した農林水産物・食品を購入した
り、食品ロスの削減を進めたりし
ます。

　生涯にわたって心も身体も健康
で、質の高い生活を送るために
「食」について考え、食育の取組を
応援します。

食育アンケートにご協力ください
　市では、第4次勝山市食育推進計画（計画期
間5年）を令和4年度に策定するために、市民
1,400人を対象にした食育アンケートを実施
します。
　アンケートが届いた方はご協力をよろしく
お願いします。
問農林政策課（市役所1階）　☎88 ｰ 8106

成器南小学校の給食委員長
三
み た
田村
むら
亮
りょうた
太さん

　多くの人が、ごみを
ゼロにする運動に参加
したらいいと思います。
　僕も将来、ごみを
ゼロにする運動に参
加したいです。

ごちそうさまでした。

おかわり！

S
D
G
ｓ
の
目
標
「
12
」は
、つ
く
る
責

任
、つ
か
う
責
任
で
す
。食
品
ロ
ス
は
生

産
、加
工
、調
理
、食
事
な
ど
様
々
な
段
階

で
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

食
品
ロ
ス
の
削
減
に
は
、事
業
者
や
自

治
体
な
ど
が
協
力
し
て
取
り
組
ん
だ
り

家
庭
で
の
少
し
の
行
動
が
重
要
と
な
り

ま
す
。

　

食
品
ロ
ス
の
現
状
を
知
っ
た
と
き
、私

た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
…
。

　

自
分
の
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
食
品
ロ

ス
に
つ
い
て
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

特集　みんなで考える「食品ロス」
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市
内
の
各
小
学
校
で
は
、
給
食
時
間
を

利
用
し
た
栄
養
指
導
や
、
数
か
月
に
1
度

の
石い
し
づ
か塚
左さ

玄げ
ん

給
食（
＊
）、
農
業
体
験
な
ど

を
通
し
た「
食
育
」が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

＊
食
育
の
大
切
さ
を
日
本
に
広
め
た
福

井
県
出
身
の
偉
人
の
訓お
し

え
「
一
物
全
体

食
」
を
取
り
入
れ
、
皮
つ
き
食
材
の
調

理
や
玄
米
な
ど
、
食
材
を
丸
ご
と
食
べ

る
給
食

5
月
30
日
は
、
語
呂
合
わ
せ
で
「
ご
み

ゼ
ロ
」
の
日
と
い
う
こ
と
で
、
市
内
の
各

学
校
で
は
、
栄
養
教
諭
な
ど
に
よ
る
「
食

品
ロ
ス
」
に
つ
い
て
の
食
育
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

食
べ
ら
れ
る
の
に
捨
て
ら
れ
て
い
る

食
品
ロ
ス
の
話
を
始
め
、
日
本
の
も
っ
た

い
な
い
の
心
を
世
界
に
「
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
Ａ
Ｉ

Ｎ
Ａ
Ｉ
」と
し
て
広
め
た
ワ
ン
ガ
リ
・
マ
ー

タ
イ
さ
ん
の
紹
介
、
給
食
を
最
後
ま
で
食

べ
き
る
方
法
な
ど
の
話
が
あ
り
、
児
童
た

ち
は
、食
品
ロ
ス
の
現
状
を
学
び
な
が
ら
、

感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ
て
給
食
を
美
味

し
そ
う
に
食
べ
き
っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
食
べ
物
を
捨
て
る
こ
と
は
、
野
菜
を

作
っ
て
く
れ
た
人
、
給
食
を
作
っ
て
く
れ

た
人
み
ん
な
の
心
や
苦
労
を
捨
て
る
こ

と
で
す
」
と
栄
養
教
諭
の
村
田
先
生
は
話

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

M
も っ た い な い

OTTAINAI
食への「感謝」

5ご
月
３み

０ぜ
ろ

日
に
合
わ
せ

食
品
ロ
ス
を
学
ぶ

食
べ
物
を
捨
て
る

そ
れ
は

「
心
も
捨
て
る
」こ
と

栄養教諭
村
むら
田
た
佳
か
織
おり
さん

持続可能なまちへ持続可能なまちへ
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今
回
は
H
P
V
（
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ

ウ
イ
ル
ス
）
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
の
話

題
で
す
。

　

子
宮
は
女
性
に
あ
る
臓
器
で
す
。
精

子
と
卵
子
が
出
会
い
、
受
精
が
成
立
す

る
と
子
宮
内
に
着
床
し
、
約
10
か
月
か

け
て
胎
児
が
成
長
し
て
い
き
ま
す
。

　

子
宮
頸
が
ん
は
子
宮
の
出
口
に
で
き

る
が
ん
で
、
H
P
V
の
感
染
に
よ
り
生

じ
ま
す
。
子
宮
頸
が
ん
は
若
い
女
性
に

み
ら
れ
ま
す
。
日
本
で
は
毎
年
約
１
万

人
が
か
か
っ
て
、
約
2
8
0
0
人
が
亡

く
な
っ
て
い
ま
す
。
30
歳
ま
で
に
が
ん

の
治
療
で
子
宮
を
失
っ
て
し
ま
う
（
妊

娠
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
）
人
も
、

毎
年
約
1
2
0
0
人
い
ま
す
。

　

こ
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
感
染
を
予
防
す
る
の

が
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
で
す
。
Ｈ
Ｐ
Ｖ

ワ
ク
チ
ン
は
、
小
学
6
年
生
〜
高
校
1

年
生
ま
で
の
女
の
子
は
、
定
期
接
種
と

し
て
公
費
で
接
種
を
受
け
る
事
が
で
き

ま
す
。「
う
ち
の
子
に
は
、
ま
だ
早
い

か
も
？
」
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
性
交
前
の
女
の
子
に
接
種
す
る

こ
と
で
、
高
い
予
防
効
果
が
期
待
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
は
平
成
25
年
に

定
期
接
種
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
が
、

ワ
ク
チ
ン
で
通
常
生
じ
う
る
局
所

の
痛
み
や
発
赤
・
腫
脹
や
疲
労
感

以
外
に
、
長
期
に
及
ぶ
全
身
の
痛
み
や

手
足
の
動
か
し
に
く
さ
と
い
っ
た
副
反

応
疑
い
が
報
告
さ
れ
、
問
題
視
さ
れ
た

歴
史
が
あ
り
ま
す
。
現
在
で
は
こ
れ
ら

の
一
部
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
ス
ト
レ
ス

関
連
反
応
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
当

日
の
緊
張
や
不
安
に
加
え
、
元
来
痛
み

に
弱
い
体
質
や
過
度
の
怖
が
り
な
ど
の

体
質
も
関
係
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
は
、
小
児
科
・
内

科
・
婦
人
科
で
接
種
可
能
で
す
。
小
さ

い
こ
ろ
か
ら
ワ
ク
チ
ン
や
健
診
で
受
診

し
て
い
る「
か
か
り
つ
け
」で
、
い
つ
も

の
先
生
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
状
況
で
接

種
を
う
け
ら
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
？
副
作
用
に
つ
い
て
も
相
談
し
や
す

い
で
し
ょ
う
。

　

な
お
、
定
期
接
種
年
齢
を
こ
え
て
も

接
種
を
受
け
る
事
が
で
き
ま
す
。
こ
の

場
合
は
実
費
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
を
受
け
て
も
20
歳

を
超
え
た
ら
2
年
に
1
度
は
子
宮
頸
が

ん
健
診
を
う
け
ま
し
ょ
う
。

HPV（ヒトパピローマウイルス）ワクチン 福井勝山総合病院
小児科部長   森　夕起子

〜
地
域
文
化
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜

下
荒
井
隧ず
い
ど
う道
と
隧
道
図

　

京
都
電
灯
は
越
前
電
機
鉄
道
の
名
称
で

電
鉄
敷ふ

設せ
つ

を
出
願
し
、
明
治
43
年

（
1
9
1
0
）10
月
認
可
が
下
り
た
。
し
か

し
軽け
い
べ
ん便
鉄て
つ
ど
う道
法ほ
う

の
公
布
で
、
翌
年
６
月
全

面
改
訂
（
例
え
ば
下
荒
井
の
迂
回
路
は

3
0
0
間
の
隧
道（
ト
ン
ネ
ル
）工
事
に
変

更
）
の
命
を
受
け
、
11
月
に
再
申
請
、
翌

年
認
可
さ
れ
3
月
か
ら
本
格
的
工
事
に
着

手
し
た
。
福
井
ー
大
野
口
間
の
開
通
は
大

正
3
年（
1
9
1
4
）４
月
で
あ
っ
た
。

　

い
く
つ
も
あ
っ
た
難
題
の
一
つ
が
隧
道

工
事
で
、一
か
月
の
経
費
が
1
5
0
0
円
、

人
夫
賃
の
上
昇
な
ど
も
あ
り
工
事
を
急
が

ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
下
荒
井
隧
道
は
結

局
36
間（
約
65
ｍ
）の
短
縮
し
た
迂
回
路
に

変
更
（
申
請
時
の
ト
ン
ネ
ル
開
通
は
大
正

13
年
5
月
）
さ
れ
た
。
２
本
の
隧
道

の
内
中
島
隧
道
は
大
正
２
年
4
月
ま

で
に
開
通
、
下
荒
井
の
方
も
同
年
中

に
完
成
し
た
。

　

写
真
は
短
縮
路
の
方
の
下
荒
井
隧

道
で
幅
は
2
・
65
ｍ
、
高
さ
は
4
・

5
ｍ
で
あ
る
。
使
用
さ
れ
た
期
間
が

短
い
た
め
か
当
時
の
ま
ま
の
状
態
で

残
る
。
石
は
九
頭
竜
川
の
石
が
用
い
ら
れ

荒
島
岳
産
の
閃
緑
岩
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

笠
川
喜
多
右
衛
門
家
に
「
越
前
鐡
道
株

式
会
社　

軌
道
図
…
」
と
表
題
が
あ
り
、

車
輛
・
停
車
場
・
貨
車
・
客
車
図
な
ど
24

枚（
部
分
図
は
1
1
0
）を
描
い
た
図
面
が

残
る
。
図
は
そ
の
う
ち
の
「
隧
道
図　

正

面
」
で
あ
る
。
恐
ら
く
再
申
請
し
た
際
の

設
計
図
と
考
え
ら
れ
る
。
主
任
技
術
者
菅

原
恒つ
ね

覧み

と
あ
り
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。
菅

原
は
明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
鉄

道
・
土
木
業
界
で
活
躍
し
、
土
木
界
の
改

革
者
と
言
わ
れ
た
人
物
で
丹
那
ト
ン
ネ
ル

工
事
に
関
わ
っ
た
。
当
時
の
笠
川
家
の
当

主
は
衆
議
院
議
員
で
あ
っ
た
笠
川
継
孝

で
、
何
ら
か
の
関
係
で
手
に
入
れ
た
の
で

あ
ろ
う
。

下
荒
井
隧隧ず
い
ず
い
ど
う

い
ど
う

い
ど
う

い
ど
う

い
ど
う

い
ど
う

い
ど
う
ど
う
ど
う
どどど
隧隧隧
道道

隧
道
図

を
ねねねてててねね

市
史
編
纂
室　

山
田　

雄
造 44

下荒井隧道

隧道図正面
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スマイル Pick Up! 市民の笑顔
お届けします

　
「
昔
か
ら
ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る
主
人
で

す
」「
妻
の
バ
イ
オ
リ
ン
で
奏
で
る
音
色

が
好
き
で
す
」と
お
二
人
の
活
動
を
仲
睦

ま
じ
く
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
大
久
保
さ

ん
ご
夫
妻
。

　

直
繁
さ
ん
は
落
語
家
「
芳よ
し

野の

亭て
い

笑わ
ら

翁お
う

」

と
し
て
、
か
代
さ
ん
は
、
ア
マ
チ
ュ
ア

の
音
楽
グ
ル
ー
プ「
M
O
ー
O
N（
ム
ー

ン
）」
で
バ
イ
オ
リ
ン
を
弾
く
活
動
を
さ

れ
て
い
ま
す
。「
趣
味
を
持
つ
楽
し
さ
を

お
互
い
が
理
解
し
、
支
え
合
っ
て
い
ま

す
」と
夫
婦
そ
ろ
っ
て
生
き
生
き
と
し
た

暮
ら
し
を
お
く
る
理
由
を
教
え
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　

楽
し
く
活
動
を
続
け
る
直
繁

さ
ん
と
か
代
さ
ん
。「
落
語
の

面
白
さ
は
、
笑
い
の
中
に
考
え

さ
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
こ

と
と
年
齢
問
わ
ず
楽
し
め
る
と

こ
ろ
」
と
話
す
直
繁
さ
ん
は
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ト
ラ
ブ
ル
や

い
じ
め
問
題
な
ど
を
子
ど
も
に

楽
し
く
考
え
て
も
ら
え
る
よ
う

な
落
語
を
目
指
し
、
日
々
落
語

の
研
究
・
勉
強
に
励
ま
れ
て
い

ま
す
。

　

バ
イ
オ
リ
ン
の
音
色
で
癒
し

や
和
み
を
多
く
の
方
々
に
届
け

る
か
代
さ
ん
は
、「
80
歳
に
な
っ
て
も
演

奏
を
披
露
し
て
い
き
た
い
で
す
」と
幼
い

こ
ろ
か
ら
親
し
み
、
心
の
支
え
と
な
っ

て
き
た
音
楽
の
活
動
を
こ
れ
か
ら
も
続

け
て
い
き
た
い
と
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま

し
た
。

　

現
在
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
活
動
が
制
限

さ
れ
て
い
る
お
二
人
で
す
が
、
今
後
、

お
二
人
の
前
で
、
大
声
で
笑
っ
た
り
、

楽
器
の
音
色
に
酔
い
し
れ
た
り
す
る
多

く
の
方
々
が
目
に
浮
か
ん
で
き
ま
し
た
。

　

市
内
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
人
材
の
育
成

強
化
を
め
ざ
し
て
創
設
さ
れ
た
勝
山
市

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
委
嘱
さ

れ
た
松
田
優
一
さ
ん
。
福
井
市
で
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
等
の
企
画
開
発
を
行
う
会
社
を

経
営
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
、
市
内

の
小
学
校
に
お
い
て
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

教
室
を
実
施
し
、
た
く
さ
ん
の
児
童
に

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
楽
し
さ
を
伝
え
て

こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
委
嘱
に
よ
っ
て
、
市
内
の
小
中

学
校
に
通
う
全
て
の
児
童
に
対
し
、
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
を
提
供
す
る
こ
と
が
計

画
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
内
小
中
学
校
に
配

備
さ
れ
て
い
る
パ
ソ
コ
ン
を
「
イ
ン
プ
ッ

ト
だ
け
で
は
な
く
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
」
で
き

る
よ
う
バ
ラ
ン
ス
よ
く

活
用
し
、「
子
ど
も
た
ち

が
ど
の
よ
う
に
し
た
ら

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
で
き
る

よ
う
に
な
る
の
か
を
伝

え
る
こ
と
が
で
き
た
ら
」

と
今
後
の
構
想
を
練
ら

れ
て
い
る
様
子
で
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
で
あ
る

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
室

は
全
て
中
止
に
な
っ
て
し
ま
い
、
週
末
は

自
宅
で
過
ご
す
こ
と
が
多
く
な
っ
た
そ

う
で
す
。「
庭
で
ま
き
割
り
を
し
た
り
、

4
人
の
子
ど
も
た
ち
と
ゆ
っ
く
り
過
ご

し
て
い
る
」
と
柔
ら
か
な
笑
顔
で
語
る
姿

か
ら
、
家
族
と
の
時
間
を
大
切
に
す
る

父
親
の
顔
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

松
田
さ
ん
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
関
す
る
専
門

的
知
見
に
よ
っ
て
、
教
育
に
と
ど
ま
ら

ず
地
域
づ
く
り
や
行
政
事
務
な
ど
幅
広

い
分
野
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
活
用
さ
れ
、
わ
た

し
た
ち
の
生
活
が
よ
り
便
利
に
な
る
ワ

ク
ワ
ク
す
る
よ
う
な
提
案
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
楽
し
さ
を
伝
え
た
い

噺は
な
しと
音
色
で
多
く
の
人
を
笑
顔
に

大
おお
久
く
保
ぼ
直
なおしげ
繁さん（69歳）＝芳野町１＝

　　　　か代
よ
さん（70歳）

松
まった
田 優

ゆういち
一さん（44歳)＝平泉寺町赤尾＝
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6
月
は
男
女
共
同
参
画
月
間

家
族
と
過
ご
す
時
間

コ
ロ
ナ
禍
で
増
え
て
い
ま
す

　

テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
の
働
き
方
の
変
化

や
外
出
自
粛
な
ど
の
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

に
よ
り
、
子
育
て
世
代
の
70
．
3
％
が
家

族
と
過
ご
す
時
間
が
増
え
ま
し
た
。

　

最
近
は
家
事
に
積
極
的
な
男
性
も
多

く
い
ま
す
が
、
世
間
で
は
ま
だ
「
女
性
の

仕
事
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
あ
る
よ

う
で
す
。

「
見
え
な
い
家
事
」

見
え
て
い
ま
す
か
？

　

こ
こ
数
年「
見
え
な
い
家
事
」と
い
う
言

葉
を
耳
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
見

え
な
い
家
事
」と
は「
名
前
の
つ
い
て
い
な

い
、
小
さ
な
家
事
」の
こ
と
で
す
。

　

こ
の
「
見
え
な
い
家
事
」
が
女
性
の
負

担
を
大
き
く
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
男
性

に
は
見
え
に
く
い
、
け
れ
ど
女
性
に
は

し
っ
か
り
見
え
て
い
る
家
事
を
ほ
ん
の
少

し
ご
紹
介
し
ま
す
。

警
戒
レ
ベ
ル
４
の
内
容
が

よ
り
分
か
り
や
す
く

　

近
年
、
台
風
や
豪
雨
に
よ
る
災
害
が
相

次
ぐ
中
、
よ
り
避
難
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
明

確
に
す
る
た
め
、
避
難
情
報
の
運
用
が
改

善
さ
れ
ま
し
た
。

改
善
内
容
▼
警
戒
レ
ベ
ル
４
は
「
避
難
指

示
・
避
難
勧
告
」か
ら「
避
難
指
示
」に

一
本
化　

な
ど

キ
キ
ク
ル（
危
険
度
分
布
）で

危
険
度
を
一
目
で
確
認

　

大
雨
に
よ
る
災
害
発
生
の
危
険
度
を

地
図
上
に
分
か
り
や
す
く
表
示
し
た
情

報
が
、
気
象
庁
H
P
で
確
認
で
き
ま
す
。

　

市
の
発
令
す
る
避
難
指
示
な
ど
の
情

報
と
と
も
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

避
難
情
報
な
ど
を
配
信

緊
急
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス

　

災
害
情
報
や
避
難
情
報
は
、
勝

山
市
緊
急
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
な
ど

で
配
信
し
て
い
ま
す
。

　

登
録
が
ま
だ
の
方
は
、
ぜ
ひ
ご

登
録
く
だ
さ
い
。

見
え
な
い
家
事（
例
）

•
毎
日
の
ご
飯
の
献
立
を
考
え
る

•
食
べ
残
し
の
食
品
を
冷
蔵
庫
に
し

ま
う

•
調
味
料
・
洗
剤
・
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の

買
い
出
し
と
補
充

•
家
中
の
ゴ
ミ
箱
の
ゴ
ミ
を
集
め
る

•
ゴ
ミ
箱
に
ゴ
ミ
袋
を
つ
け
る

•
裏
返
し
の
服
、
靴
下
を
直
し
て
洗

濯
機
に
入
れ
る

•
脱
ぎ
っ
ぱ
な
し
の
服
を
回
収
し
て

洗
濯
機
に
入
れ
る

　

皆
さ
ん
、
全
部
見
え
て
い
ま
し
た
か
？

一
つ
ひ
と
つ
見
て
み
る
と
、
誰
で
も
で
き

る
小
さ
な
家
事
で
す
。

　

家
族
皆
で
助
け
合
い
、
お
家
時
間
を
仲

良
く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
ず
は
今
日
の
夕
食
を
「
何
で
も
い
い

よ
。」で
は
な
く
、
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
？

避
難
情
報
を
確
認
し
、
す
ば
や
い
行
動
を

問
監
理
・
防
災
課（
市
役
所
2
階
）☎
88
‐
8
1
2
5

「
見
え
な
い
家
事
」は
み
ん
な
で
協
力

問
未
来
創
造
課（
市
役
所
2
階
）☎
88
‐
1
1
1
5

市からのお知らせ I n f o r m a t i o n

詳細は
こちら

キキクル
気象庁HP

登録はこちら
（空メールを送信）
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持続可能なまちへ持続可能なまちへ第6次勝山市総合計画第6次勝山市総合計画

今月のテーマ 「公共交通」応募方法
ご意見、ご提案を次の方法でお寄せください

（住所、氏名の記入は必要ありません。ただし年齢
はお書きください）
〇メール　kikaku@city.katsuyama.lg.jp
〇郵　送　〒911-8501勝山市元町1-1-1　
　　　　　勝山市役所 未来創造課あて
〇応募フォーム（Googleフォーム）
※ 今回のテーマ以外に関するご意見、ご
提案も随時お寄せください

みんなでつくる

みらいの勝山みらいの勝山
まちづくりの提案募集します！まちづくりの提案募集します！

高
齢
化
社
会
に
お
け
る

公
共
交
通
に
つ
い
て

　

第
６
次
勝
山
市
総
合
計
画
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
に
お
い
て
、
公
共
交
通

機
関（
電
車
、
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
）の

利
用
率
は
い
ず
れ
も
低
い
結
果
と
な

り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
高
齢
に
よ
る
運

転
へ
の
不
安
か
ら
、
運
転
免
許
を
自

主
返
納
さ
れ
る
方
も
年
々
多
く
な
っ

て
お
り
、
今
後
公
共
交
通
が
重
要
で

あ
る
と
の
ご
意
見
が
多
く
聞
か
れ
ま

し
た
。

　

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
い
て
、

公
共
交
通
機
関
（
バ
ス
）
の
利
用

状
況
に
つ
い
て
お
伺
い
し
た
と

こ
ろ
、
下
記
の
と
お
り
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

今
後
高
齢
化
が
進
む
に
つ
れ

公
共
交
通
機
関
の
重
要
性
は
高

く
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

利
用
し
や
す
い
公
共
交
通
に
つ

い
て
皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
お

考
え
で
す
か
？

　

ご
意
見
、
ご
提
案
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

問
未
来
創
造
課（
市
役
所
２
階
）

☎
88
‐
１
１
１
５

公共交通機関の利用状況について（バス）

ほぼ毎日
週1回以上
月2～3回程度
月1回程度
数ケ月に1回程度
1年に1回程度
数年に1回程度
利用しない
無回答

0.5％
0.9％
0.9％
1.3％ 2.6％

4.6％

8.4％

71.2％

9.6％

公共交通機関（バス）の利用頻度について

ほぼ毎日　　週 1回以上　　月２～ 3回程度　　月 1回程度　　数カ月に 1回程度　　一年に 1回程度　　数年に 1回程度　　利用しない

全　体

16～19歳

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70～79歳

80歳以上
0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

（％）

第６次勝山市総合計画アンケート

アンケート
全集計結果
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お知らせ 行事案内

市民の広場
C o m m u n i c a t i o n

省略記号　時 ‒とき　所‒ところ　内‒内容　対‒対象　講‒講師　定‒定員　費‒参加費　持‒持ち物　締‒申込締切

勝ち山夏物語の延期
納涼花火大会の中止

　新型コロナウイルス感染症の
全国的なまん延に伴い、8月に開
催を予定していた夏祭りイベン
ト「勝ち山夏物語」は延期します。
《延期内容》
• 盆踊り、eスポーツ、ジャズフェ
スティバル
※なお、勝山商工会議所主催の納
涼花火大会は中止となりました
問商工観光・ふるさと創生課
☎88 ｰ 8117

若者のための
就職相談会

時6月25日㈮午前10時～午後3
時30分（1組45分）所アオッサ5階
会議室503内働くことに関する
悩み相談対就労意欲がある若年
者（50歳未満）やその家族定４組
締6月22日㈫申左記まで電話ま
たはEメール
申・問福井市しごと支援課
☎0776 ｰ 20 ｰ 5321
shigoto@city.fukui.lg.jp

初夏の池ケ原湿原の
自然観察会

時7月10日㈯午後1時～ 4時（午
後1時：市役所発、午後1時15分：
平泉寺公民館発）※荒天中止所池
ケ原湿原、大矢谷白山神社、大
岩内バスで巡る自然観察会講わ
くわく体験学習推進隊 定20人
（先着順）費無料持水筒締7月7日
㈬

申・問ジオパークまちづくり課
☎88 ｰ 8126

西光寺の大杉と
城山歴史探訪

時7月4日㈰午前8時50分～ 11時
30分（雨天中止）所鹿谷公民館講
佐野光臣氏、わくわく体験学習
推進隊定20人（先着順）※小学生
以下は保護者同伴費無料持山登
りできる服装、水筒、クマ鈴、タ
オルなど締6月30日㈬
申・問鹿谷公民館　☎89 ｰ 2111

介護に関する入門的
研修・説明会

時7月5日㈪午前10時15分～午後
2時30分所市民交流センター第一
会議室内介護に関する基本的な知
識を学ぶ（基礎知識（1.5時間）、介
護の基本（1.5時間））対介護に関心
をもつ介護未経験者定10人費無
料締6月28日㈪
※希望者には、ライフスタイルに
合わせた短時間勤務
「ちょこっと就労」もご
案内します
申・問社会福祉法人 福
井県社会福祉協議会 人材研修課
☎0776 ｰ 21 ｰ 2294

　

我
が
家
の
食
品
ロ
ス
減
量
大
作

戦
。
ま
ず
は
、
あ
れ
も
こ
れ
も
と

つ
い
つ
い
買
い
す
ぎ
て
し
ま
う
こ

と
を
見
直
す
こ
と
か
ら
始
め
ま

す
。

（
M
）

　

美
し
い
田
園
風
景
が
広
が
る
田

植
え
の
時
期
。
改
め
て
お
米
の
大

事
さ
を
感
じ
ま
す
。
農
家
の
皆
さ

ま
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。（

S
）

編
集
後
記

※ イベントなどに参加される際は、マスクを着用するなど感染症対策
に努めてください
※ 感染状況によっては、イベントなどが中止・日程変更になる場合が
あります

詳細は
こちら

多言語翻訳・音声読み上げ

「C
か た ろ ぐ
atalog P

ぽ け っ と
ocket」で

広報紙などを配信中
　広報紙などを英語や中国語
など10言語へ翻訳したり、自動
音声による読み上げができた
りするサービスの利用を始め
ました。
　スマートフォンや
パソコンなどで気軽
にご利用ください。

詳細は
こちら
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広
告
の
お
申
し
込
み
は

総
務
課
ま
で

広
告

市からのお知らせI n f o r m a t i o n

納
付
が
困
難
な
時
は
ご
相
談
を
！

　

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
放
っ
て
お
く

と
、
各
基
礎
年
金（
老
齢
・
障
害
・
遺
族
）

を
受
け
取
る
た
め
の
受
給
資
格
期
間
や

受
給
年
金
額
に
反
映
さ
れ
ず
、
受
け
取
れ

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
（
失
業

し
て
所
得
が
減
少
し
た
時
な
ど
）
に
は
、

申
請
し
承
認
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
保
険

料
の
納
付
が
全
額
ま
た
は
一
部
免
除
・
猶

予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

令
和
3
年
度
分
（
7
月
〜
令
和
4
年
6

月
）の
免
除
申
請
受
付
期
間

と　

き
▼
７
月
１
日
㈭
〜

と
こ
ろ
▼
市
民
・
税
務
課（
国
保
年
金
係
）、

福
井
年
金
事
務
所

必
要
な
物
▼
年
金
手
帳
ま
た
は
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
・
通
知
カ
ー
ド
、
失
業

し
た
場
合
は
離
職
票
ま
た
は
雇
用
保

険
受
給
資
格
者
証

　

免
除
さ
れ
る
と
将
来
の
年
金
は
下
記

図
の
と
お
り
反
映
さ
れ
ま
す
。

　

健
康
へ
の
意
識
や
医
療
費
負
担
の
し

く
み
に
関
心
や
理
解
を
持
っ
て
い
た
だ
く

た
め
、「
医
療
費
通
知
」を
年
６
回
送
付
し

て
い
ま
す
。「
医
療
費
通
知
」に
は
、
通
知

該
当
月
に
国
民
健
康
保
険
で
受
診
し
た

病
院
・
薬
局
の
受
診
状
況
な
ど
が
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
。
受
診
状
況
を
振
り
返
り
、

健
康
づ
く
り
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
確
定
申
告
で
医
療
費
控
除
の
申

告
の
際
に
添
付

す
る
領
収
書
と

併
せ
て
医
療
費

通
知
も
活
用
で

き
ま
す
。
医
療

費
通
知
は
再
発

行
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
大
切
に

保
管
く
だ
さ

い
。

※
保
険
料
の
免
除
、
納
付
猶
予
や
学
生
納

付
特
例（
学
特
）を
受
け
た
期
間
は
、
受

給
資
格
期
間
に
含
ま
れ
ま
す
が
、
老
齢

基
礎
年
金
の
受
給
額
は
保
険
料
を
全

額
納
め
た
と
き
に
比
べ
、減
少
し
ま
す
。

な
お
、
免
除
と
納
付
猶
予
・
学
特
で
は

受
給
年
金
額
へ
の
反
映
が
異
な
り
ま

す
※
通
常
、
納
付
期
限
は
2
年
以
内
で
す

が
、
免
除
・
猶
予
等
を
受
け
た
期
間
は
、

10
年
以
内
で
あ
れ
ば
あ
と
か
ら
納
め

る「
追
納
制
度
」が
利
用
で
き
、
追
納
す

る
と
受
給
年
金
額
は
減
少
し
ま
せ
ん

国
民
年
金
保
険
料
の
一
般
免
除
申
請
の
ご
案
内

問
市
民
・
税
務
課（
市
役
所
１
階
）☎
88
‐
８
１
０
２

国
保    

医
療
費
の
額
な
ど
を

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す

問
市
民
・
税
務
課（
市
役
所

１
階
）☎
88
‐
８
１
０
２

老齢基礎年金 障害・遺族
基礎年金

年金の受給
資格期間

年金の受給
資格期間

全額納付
全額免除
３／４免除
半額免除
１／４免除
納付猶予
学生納付特例
保険料未納

○
○
○
○
○
○
○
×

○
○
○
○
○
○
○
×

受給年金額への反映
受け取れる年金額の割合

満額

×（年金額に計算されない）
×（年金額に計算されない）

×

8分の 4
8分の 5
8分の 6
8分の 7

病院ごとの日
数（薬局は回
数）を記載

総医療費や一部負担金額など、いくら支払ったかを記載
（ベッド差額代などの保険診療外のものは含みません）
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